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霊 的 講 話

聖母に関する

聖 ヴアンネの言葉

野 口 神 父 聖ヴイアンネの遺骸

(本 年は聖 ウ イアンネの帰天 よ り百年にな りますので.同 聖 人を記念すると共に聖母に対す
る信心を深めるために,こ の聖 人の言葉の一音|:を 記 します。 )

父 と子と聖量の三社は,童 貞聖マ リアを喜び眺め且つ想い給 う,`皮 女は汚れな く、至聖三位の
意にかない ,心をひ く凡ての美徳そ持つておられる。

聖マリアの至つて潔 く,至つて美 しく、至つて善なる御心こそは三位一体の御業てあり,こ の
上 もなき歓喜であるc善 なる天主II.■ 0世界よ |,も つと善い世界を御創 |り になれたcしか し聖
マリアより優れたものを創 |,得給 :ま な■ヽつ~Lc御

父は童貞聖マリアの御心を御業の傑作 として眺
めて喜び給 うC至聖董貞は御手 l]の 時■‐ぅ■てに満ちi「 れ ,そ して聖籠の大海原こそは彼女が歩
き給 う道なのです。聖了リアの最初のい・11=i■ 愛のい.tiき ておつたが.そ の最後のいふをも正に
愛のいぶさであつたc,

「汝 天主のみを完全に愛せよ」という第一の掟 を聖マリアほど実行 した人はない。至聖童ユ /
この美 しいマリアの清らかさは天主の正義壼青めるc聖母の御心 iよ この上 もな く慈愛に満ちてい
る。それにくらべると凡ての母親の心を集めてモ|,そ れほ屋の前におかれた一塊の氷に過 ぎない。
イエズス。キリス トは与えられ得る凡てのものそ私達千二与 tて後,最 も貴重な宝物を相続させて
下さつた。それは聖母である。童貞聖マリアは三度私達そ御産みになつたc御子の御托身の時と
十宇架の下に立ち給 う|た 時である。

凡ての聖人達は竜貞■マ リアに大 きな信心を持つていたc壼 マリアの御手を経ないて,ま ,女日何
なる恵 も天か 1,来 なヽ`からであるc聖ベルナル ド|ェ lた のように云つたc 自分は 説教によるより
も,天使祝詞を誦′L=こ とによつてもつと沢山の電魂を改心さぜたc
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元結核予防会 保健部長

医  学  博  士

病院の第一のそして最終の目的は予防

という事だと言われてヽヽるcそ れだけに

病院に於いてlま 種々の病原体に依る伝染

防止の点を重視しているし,特に看護の

任にある者は患者教育や自らの看護技術

を通して,消毒や無菌手技の厳守を強調

している。
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第一回 オL幌支部 f列 会
1958年 11月 101]  PM.7～つ

晨 天 1吏 11大 き同:数 室

出席十 指導司祭 ik井 ||「 父1求

l.LIIIlt西 保健所 上野先生

|ヒ ■ざiitt Tli先 生

天使病院 藤田先生

会員1'「 ■ 75名
1.● :●  例会開催、こ当■.て

支吉|」 長 斎藤千11予 姉
2.■ 書 |:1‐ だ ロマ書 (解説 浅井師 ,

3.1革1演  ~水 二電解質, 小 'レ モン′つ

1均 係_.   上野先生
1・ ●‐1:」

´
後会員 |:liア ンアー トをと〔,

型書
'litl■

少 し性 |_■・■た様子1 1iil演 11
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戦■

―
'tた こ

第二回 オL幌支部例会
1958年 12月 15日   P.M.7～ 10

11 天千吏,it図書事

||1市 者 浅キヤ「「1父 は ■■|'t主

套員40名

1.■割 ill■  コマ書 浅斗師
2.水 二■:1"=:ル :[IIliで 「 シンホジウニ、_

内科病模  1主古 |´ ヽヽ子
外科病 1東  」ヽ西■子
小児■1病 1点 三キ市11子

やFIル i「 1ヽ11 .:ヽ it」「 i
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第二回 札幌支部例会
19591二 1月 261_I   P.λ I. 7^-10

:ヾ ■ 1セ短 |て 図書室      .
1■1席著 i11井 ||「 `tlI 会員30率

コマ書 li千 究

2.座談会 司会 永山洋子
さきにアンケー トをとつて, 日頃信者
生活の中で疑間に思つていたことなど

質問。

例 1.不思議なメダイについて
2.幼児洗礼につヽヽて
3.信者と未信者の祈 りの効果に
ついて

第四回 札幌支部例会 (2月 16日 )

1.ロ マ書研究
2.座談会 (前回につ いゞて)

指導 浅井神父様

司会 永山洋子,金谷富美子

第二回 札幌支部例会 (3月 16日 )

1.ロ マ書研究
2.症例研究  「術後の腸音麻厚につい

て」  産婦人科病棟 小倉良子 |

第大国 ナL幌支部例会 (4月 20日 )

出席者 浅井神父様 会員30余 名
1.ロ マ書Fl:究

2.臨床指導の研究
マ リア・ヘ ドヴィテス童貞様

新卒業生を対象 |こ しての研究だつたGょ
く理論の豪付壼tつ た実技の中に自信を
もつて,常十二日■学ぶ態度を失 うことな .

く,内 画的ii t優ィ[た ナースになる様 ]

矛う互い.■ 励 し合つて,修練を怠 らない様
に致 しましようと,何か Fり iる い前途を思
つて誓い 合

‐ic新卒のチームもみな頬|を

紅湖させて
｀`
や りましよう.れ、と, こて

t嬉 しそ :́た つたc

第七回 オL幌更部例会 (5月 19日 )

出席者 会員,学生45名
1.看 護ヨ「董 コム製品の取扱方の反省

学生 平間理子
2.幻  L
~無

京罪F聖母マ リア」の幻燈の病室で
の説『]E仕

=壬
,マ リア 。́ヽドビヂス童

貞様,,′■キ導頂 くc

(編集音F行記 )

札幌支部の合迄37回に二る活発な例会
の一括報告そ頂 きましたので掲せます。

東京教区支部だよ り

大変御無沙汰致しました。各支部の情
況を誌上で拝見 しながら東京教区支部の

情況はちつとも報告致しませんて相済み
ません。

東京支部は五つのグループを持ち,毎
月各グループて例会を致して居りますc

3月 は合同て桜町病院に於て 1日 の黙想
会がこざいました。支部の指導司祭は野
口神父様が御指導下さいまして,約50名

の参加がございました。去る6月 7日 は
聖母女子短期大学に於て支部総会を開催
致 しました。70名 以上の出席者がありま
した。午前 9時半開会。小関会長の挨拶
があり。10時から慶応大学精神科の三浦
岱栄先生の「看護婦の精神衛生」と云う
講演がございました。結論は看護婦か精
神的に健康であれば自分を平和に保ち,

接する患者|こ もそれを与えることが出来
ると云うことてございました。又, ピォ
十二世の医学に関する御回勅も御説明下
さいました。午後 1時からベ トレヘムの
園の ミルサン神父様に霊的講話をしてい

たゞきまして,「愛とくるしみ」につい
て看護婦として実際的面にどうすべきか
について具体的によく説明して下さいま
して,一同は今後の生活に適用しなけれ
ばならないと決心致 しました。又カ トリ
ツグ系外の病院で働いている看護婦を出
来るだけ援助し,信 仰的に助けてあげる
ようにとの御希望がこざいました。午後
2時中外製薬の提興で「肝臓」と云う映
画を観賞し,医学的病理学的面の勉強に
なることも多 くありました。そのあと,

親睦会にっつりなこやかな中で支部会計
報告,支部情況報告,つづいて各グルー
プ情況報告を致しましたc午後 4時野口
神父様による御説教と聖体降福式の予定
でこざいましたが,やむをえぬ御都合で
取 りやめました。JCNA総指導司祭のグ
レメント神父様が親睦会に御出席下さい

ました。今年の総会の決議として会員は
カトリツク病院で働く多 くのカトリツク

真
説

写
解 看 護 技 術  医学書it lF 写真て見 る

各科手術別 手 術 器 械 の 準 備
本書は看護学院|こ 専任の教員として教鞭をとる中堅の先

生方が自ら学びぅ研究しェ夫された看護の技術に関する解
説を, 眼で視ることによつて覚える方法をとつて編さんさ
れたもので, 細かくゆきととぃた基本的看護技術の良い書
で, 此の種の出版物としては最 も新 しく優秀なものと思い
ます。学生もス働 く看護婦の方々もこの技術を写真を通 し
て眼て視ることにょりおぼえ, 更に次には自分達の手によ
つてやることによつて確実に自分のものにして下さること
そ希望します。 (本書厚生省看護参事官 金子光序文より)
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生きた教科書。
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ナースを出来るだけ援助し,立派な信仰

生活がお出来になるように働きかけるこ

とを一同決心致しました。午後 4時半聖

母病院内の聖堂で一同聖体降福式にあづ

かり午後 5時間会致しました。一同よろ

こびと感謝のうちに看護婦としての召命

をあらたに致しましたc今後の発展のた

めにお互にあ祈りと努力を致 しま しよ

つc

大 阪 支 部便 り

各グループで毎月集会脅して居ります
が連絡のぁった2支部のみ報告いたしま

す。
A 姫路グループ 4月 19日

P.T幡: 2.30～ 3.30

出席者 三人の神父様 会員30名

1.JCNAの P.R.を 行 う

今回は他所の一般の看護婦さんを招待

して,シ スターからJCNAに ついて

概略を話 して頂 く。その時一千1'病院 こ
カ トリツク系の病院に於いての差異 ,

特 |こ 産児制限の話に及ぶ。
2.聖書研究 使徒行録(20章20節から)

集会後,二名の入会希望者があつた。

B.神戸グループ 4月 26日

P.M.1～ 2.30

出席者 指導神父様 シスター他10名

1.症例研究発表「一般術前後の処置 :こ

ついて」
2.聖書研究 使徒行録
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先ず始めに,私達は, 日本とカナダの

比較をするつもりではないことを申し上

げたいと思いますc私達はた ,ゞ もし皆

さんがカナダのカトリツク病院に看護婦

として働らさにヽヽらしたら,御覧になる

と思われる相違ヤ,ス,多 くの共通点に

ついての概念 をお伝えしたいと思ので

す。そこで,今 ,二人の日本人の看護婦

さん,仮に堀田さんと菊地さんというこ

とに致 しますが,カ トリツク病院で働い

ている所を見るために,皆 さん,私達と

一諸にいら して下さいc病院は, 便 宣

上,私が学生として実習した病院,そ し

てス,事業後には看護婦として働いた病

院を選びましたcFこの病院ては,そ れモ

れ方法なとにヽ` くヽ ん相連がありますc

看護婦が病院へ来ますこ,そ れそれ ,

これかっ働 くここムヘ案内されますc皆
さん:堀田さ/tは庄科病院て,菊地さん

は外科病「えて働くように決められたもの

と想像 しましようc先ずはじめに,二人

は病院内壬案内されます。
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医学 看 護 学 用 語 辞 典  日・独・英

大塚病院 酒 井 哲 哉

>本書に於いては,用語の発音を示 す方法 とし

て,イ [学者の便利の為に,用語にふりかなをつ|'

た.外国語の発音をかなで表現することは,元来

が無理であ |九 正確な事は期し得ないが,学習者

|ま :之をもととして正しく|ま 先輩:医師の御教示

を仰ぐようにお願ヽヽ したい。

ト ドイツ語の変母音 (iOi)|ま 表現する方法がない

のでやむを得ず工,エ ーと記す.

レ本文|こ 摯ヽヽてはE本語:英語, l・ イツ語の順に

記し,英語の次に :を打■ドイツ言吾との別 を示

した.

本書は看護婦学生諸君の、各科の学習の]読
本として,又各科に勤務する毛護婦諸姉かす

ぐに役立つようにABC順による辞書の形式を

とらす・ その使用目的に従つて言E彗 した .

。330頁・1958・ y5∞ 。東京文京本
'「
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